
別
府
近
現
代
新
聞
史
を
ひ
も
と
く

外
　
山
　
健
　
一

一
　
我
が
国
の
新
聞
の
草
創

　
新
聞
と
は
「
社
会
の
出
来
事
に
つ
い
て
、
事
実
や
解
説
を
広
く
世
に

伝
え
る
定
期
刊
行
物
」
で
あ
る
と
の
定
義
が
あ
る
が
、
こ
の
稿
で
は
国

内
、
県
内
の
新
聞
界
の
発
展
を
背
景
に
、
大
正
期
以
降
活
発
と
な
っ
た

別
府
の
新
聞
事
情
を
探
っ
て
み
た
い
と
思
う
。

　
近
代
日
本
の
黎
明
は
、
徳
川
第
一
五
代
将
軍
徳
川
慶
喜
の
「
大
政
奉

還
」
（
慶
応
三
年
十
月
十
四
日
）
に
端
を
発
し
、
所
謂
ご
一
新
の
世
へ

と
歩
み
を
進
め
た
が
、
「
散
切
り
頭
を
叩
い
て
見
れ
ば
文
明
開
化
の
音

が
す
る
」
と
、
国
民
は
急
速
に
西
洋
化
を
進
め
る
時
の
政
府
を
鄭
楡
し

た
。

　
こ
の
時
期
、
文
化
の
普
及
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
た
の
は
、
教
育

と
報
道
事
業
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
）
で
あ
っ
た
。
こ
の
う
ち
新
聞
は
、

幕
末
、
横
浜
・
長
崎
な
ど
の
開
港
場
で
発
刊
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
た
が
、

手
書
き
の
回
覧
文
書
で
月
刊
な
い
し
は
五
日
刊
、
内
容
も
外
国
新
聞
の

翻
訳
記
事
が
主
で
あ
っ
た
。

　
明
治
二
年
（
一
八
六
九
）
二
月
に
布
告
さ
れ
た
「
新
聞
印
行
条
例
」

に
よ
っ
て
、
翌
三
年
十
二
月
に
「
横
浜
毎
日
新
聞
」
が
発
刊
さ
れ
た
が
、

こ
れ
が
近
代
的
な
体
裁
を
整
え
た
最
初
の
日
刊
新
聞
で
あ
っ
た
。
鉛
活

字
を
用
い
、
当
時
と
し
て
は
高
価
な
西
洋
紙
の
一
枚
刷
り
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
活
字
印
刷
技
術
の
進
歩
に
と
も
な
い
、
新
聞
・
雑
誌
な
ど
の
刊

行
も
盛
ん
に
な
る
が
、
明
治
初
年
に
発
刊
さ
れ
た
新
聞
に
は
、
「
東
京

日
々
新
聞
」
（
明
治
五
年
）
、
「
郵
便
報
知
新
聞
」
・
「
朝
野
新
聞
」
（
読

売
新
聞
）
　
・
「
平
仮
名
新
聞
」
（
以
上
同
七
年
）
な
ど
が
あ
る
。

　
当
時
は
購
読
者
が
主
と
し
て
少
数
の
知
識
層
に
止
ま
っ
た
か
ら
か
、

発
刊
が
永
続
す
る
も
の
は
少
な
か
っ
た
。

ニ
　
大
分
県
下
草
創
期
の
新
聞

　
ご
Ｉ
新
以
恨
の
文
明
開
化
の
進
行
や
自
由
民
権
運
動
の
進
展
な
ど
を

背
景
に
、
言
論
活
動
が
活
発
に
な
る
と
、
県
下
に
も
新
聞
社
が
誕
生
す

る
よ
う
に
な
っ
た
。
県
下
初
の
新
聞
は
、
明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
十

月
二
十
六
日
、
大
分
郡
大
分
町
で
創
刊
さ
れ
た
「
大
分
一
周
新
聞
」
で

あ
る
。
そ
の
名
の
示
す
と
お
り
の
週
刊
紙
で
、
一
ペ
ー
ジ
ヱ
ハ
字
詰
め

一
二
行
の
小
半
紙
一
〇
枚
程
度
を
綴
っ
た
蝋
の
で
あ
っ
た
。

　
発
行
者
（
社
主
兼
著
名
人
）
は
、
印
刷
屋
村
上
堂
の
村
上
助
兵
衛
、

編
集
担
当
者
は
、
和
洋
紙
商
を
営
ん
で
い
た
三
塚
乙
人
、
専
ら
記
事
を
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書
い
た
の
は
児
玉
九
春
・
高
取
成
章
・
秋
月
毅
ら
で
あ
っ
た
。

　
明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
十
一
月
十
三
日
、
中
津
町
で
「
田
舎
新
聞
」

が
創
刊
さ
れ
た
。
創
刊
に
あ
た
っ
て
は
、
中
津
町
の
村
上
田
長
が
主
唱

者
と
な
っ
て
中
村
松
太
郎
・
是
恒
真
揖
・
山
口
半
七
ら
の
同
志
を
募
り
、

一
株
五
円
で
フ
几
○
株
、
九
五
〇
円
を
資
本
金
と
し
て
発
足
し
た
。
西

南
戦
争
中
津
隊
の
首
領
増
田
宗
太
郎
が
一
時
編
集
長
に
就
任
し
て
い
る
。

　
こ
の
「
田
舎
新
聞
」
に
刺
激
さ
れ
て
、
同
十
二
年
十
一
月
五
日
に
大

分
町
で
創
刊
さ
れ
た
の
が
「
南
豊
新
聞
」
で
あ
る
。
さ
ら
に
同
十
六
年

十
二
月
に
は
、
県
令
（
県
知
事
）
西
村
亮
吉
の
御
用
機
関
紙
と
し
て

「
大
分
新
聞
」
が
誕
生
し
て
い
る
。

三
　
大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
と
別
府
の
新
聞

　
別
府
に
お
け
る
新
聞
の
誕
生
は
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
も
た
ら
し
た

大
戦
景
気
を
背
景
に
、
湯
の
町
別
府
が
急
速
な
発
展
を
遂
げ
る
大
正
時

代
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
時
あ
た
か
も
民
主
的
な
風
潮
の
高
ま
っ
た

大
正
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
の
時
代
に
当
た
り
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
や
弁
護
士

な
ど
が
民
主
化
推
進
の
り
Ｉ
ダ
ー
の
役
割
を
担
っ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
風
潮
の
中
、
大
正
元
年
十
二
月
一
日
、
別
府
町
浜
脇
で

入
湯
旅
館
「
河
綱
」
を
経
営
し
て
い
た
佐
藤
綱
五
郎
（
後
第
五
代
別
府

町
長
）
が
「
別
府
新
聞
」
を
創
刊
し
た
。
こ
れ
が
別
府
町
最
初
の
新
聞

毎別火温別

タ府別摩府

にい）

聞報聞ス聞

心名

称

心ﾉ

南山山伊佐

波西田藤藤

　　騎徳綱
　　　兵五
保保風衛郎

ら埜

貨

心

大大大大大
正正正正正
十八八五元
三年年年年
年五三八十
三月月月二

月　　　　　　月
　　　　　一
　　　　　日

ら創

刊

年

月

心

で
あ
る
。
佐
藤
綱
五
郎
は
浜
脇
河
内
で
生
ま
れ
、
明
治
三
十
一
年
二

八
九
八
）
二
月
一
日
、
若
干
三
十
三
歳
に
し
て
旅
館
「
河
綱
」
を
開
業

し
た
。
屋
号
は
、
出
生
地
「
河
内
」
の
地
名
と
名
前
「
綱
五
郎
」
か
ら

各
一
宇
を
採
り
名
付
け
た
と
言
う
。

　
彼
は
後
、
別
府
宿
屋
組
合
の
会
長
職
に
就
任
す
る
や
、
別
府
温
泉
宣

伝
の
一
策
と
し
て
「
別
府
新
聞
」
を
創
刊
し
た
の
で
あ
る
が
発
刊
は
月

三
回
で
あ
っ
た
。

　
こ
れ
に
次
い
で
大
正
五
年
（
一
九
一
六
）
八
月
に
は
、
弥
生
町
の
伊

藤
徳
兵
衛
が
「
温
泉
タ
イ
ム
ス
」
を
、
同
八
年
三
月
に
は
旭
通
り
三
丁

目
の
山
田
騎
風
が
「
大
別
府
新
聞
」
を
、
ま
た
同
年
五
月
に
は
翁
町
の

山
西
保
が
「
別
府
新
報
」
を
相
次
い
で
創
刊
す
る
な
ど
、
大
正
時
代
初

期
の
別
府
の
町
は
こ
こ
に
至
っ
て
ま
さ
に
活
字
文
化
の
花
が
一
斉
に
開

花
し
た
観
を
呈
し
た
。

　
こ
の
背
景
に
は
、
大
戦
景
気
に
加
え
、
日
豊
線
大
分
ま
で
の
開
通
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（
明
治
四
十
四
年
）
や
大
阪
商
船
別
府
～
阪
神
航
路
の
整
備
－
「
く
れ

な
い
丸
」
（
一
三
九
八
ト
ン
・
ド
イ
ツ
汽
船
会
社
よ
り
購
入
）
に
加
え
、
　
　
四
　
今
日
新
聞
の
創
刊
と
地
域
紙
へ
の
歩
み

大
正
十
年
十
二
月
、
海
の
女
王
と
呼
ば
れ
た
「
む
ら
さ
き
丸
」
（
一
五

九
七
ト
ン
）
も
就
航
―
な
ど
に
よ
り
入
湯
観
光
客
が
急
増
し
て
別
府
町

が
泉
都
と
し
て
急
速
な
発
展
を
始
め
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

　
第
一
次
世
界
大
戦
の
終
結
し
た
同
七
年
（
一
九
一
八
）
二
月
十
四
日

に
は
、
帝
国
海
軍
連
合
艦
隊
第
二
艦
隊
の
主
力
艦
比
叡
・
金
剛
・
霧
島
・

な
ど
が
別
府
湾
に
投
錨
、
同
五
月
に
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
軍
艦
「
カ
イ

ゼ
リ
ン
号
」
も
寄
港
、
大
正
末
の
十
五
年
二
月
に
は
、
カ
ナ
ダ
太
平
洋

汽
船
「
エ
ン
プ
レ
ス
・
オ
ブ
・
ス
コ
ッ
ト
ラ
ン
ド
号
」
（
三
万
五
〇
〇

〇
ト
ン
）
が
四
五
〇
人
の
観
先
客
を
乗
せ
て
、
ま
た
十
月
に
は
ス
エ
ー

デ
ン
皇
太
子
夫
妻
や
英
国
軍
艦
八
隻
が
来
訪
す
る
な
ど
の
こ
と
は
、
別

府
が
単
に
国
内
の
み
で
な
く
国
際
的
に
も
観
光
都
市
と
し
て
注
目
さ
れ

始
め
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。

　
こ
の
ほ
か
修
学
旅
行
生
や
お
伽
倶
楽
部
の
子
供
た
ち
が
地
獄
観
光
な

ど
に
訪
れ
始
め
た
の
も
こ
の
頃
か
ら
で
、
新
聞
は
じ
め
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ

ム
の
側
か
ら
見
れ
ば
、
別
府
は
格
好
の
ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
提
供
の
場
で

あ
っ
た
。

　
大
正
十
三
年
（
一
九
二
四
）
四
月
一
日
、
別
府
町
は
市
制
を
施
行
し

別
府
市
が
誕
生
す
る
。

　
昭
和
三
年
十
月
、
北
町
の
岩
屋
護
（
衆
議
院
議
員
岩
屋
毅
氏
の
祖
父
）

が
「
今
日
新
聞
」
を
創
刊
し
た
。
こ
の
新
聞
は
、
政
談
を
主
に
取
り
上

げ
辛
口
で
論
評
し
て
い
る
の
が
特
徴
で
あ
っ
た
が
、
昭
和
十
二
年
（
一

九
三
七
）
の
日
中
戦
争
の
始
ま
り
と
と
も
に
軍
需
優
先
の
経
済
統
制
策

に
よ
り
、
昭
和
十
四
年
の
新
聞
統
制
令
で
廃
刊
と
な
っ
た
。
同
十
六
年

十
二
月
八
日
、
太
平
洋
戦
争
が
勃
発
す
る
と
言
論
統
制
も
厳
重
を
極
め

新
聞
は
そ
の
機
能
を
果
た
せ
な
く
な
る
が
、
他
方
物
資
の
節
約
を
理
由

に
一
県
一
新
聞
の
制
度
が
強
要
さ
れ
、
県
下
で
も
「
大
分
新
聞
」
と

「
豊
州
新
報
」
が
統
合
さ
れ
「
大
分
合
同
新
聞
」
が
誕
生
す
る
。

　
昭
和
二
十
年
八
月
十
五
日
太
平
洋
戦
争
が
終
戦
を
迎
え
、
新
生
日
本

が
民
主
化
の
歩
み
を
始
め
た
。
し
か
し
食
料
を
は
じ
め
諸
物
質
の
不
足

か
ら
別
府
市
民
も
生
活
難
に
追
わ
れ
、
新
聞
地
域
紙
の
復
活
な
ど
は
論

外
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
昭
和
二
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
、
戦
前
岩
屋
護
が
立
ち
上
げ
た

「
今
日
新
聞
」
の
「
題
字
」
を
受
け
継
ぐ
か
た
ち
で
、
機
上
栄
が
タ
ブ

ロ
ッ
ト
版
四
ペ
ー
ジ
の
小
型
紙
と
し
て
現
「
今
日
新
聞
乙
を
創
刊
し
た
。

時
に
機
上
栄
ニ
ハ
歳
の
晩
秋
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

　
発
足
当
時
の
ス
タ
ッ
フ
は
、
社
長
檀
上
栄
ほ
か
檀
上
修
、
機
上
裕
、
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ドドド
ににづに

哀

愁

不不泉渡市岩

　　　　部原屋

　　　鶴　　清
　　　　　太
明明古基郎護

社

主
氏若

昭昭昭昭昭昭
和和和和和和
十十七六六三
一一年年年年
年年二十九十
一一月月月月
月　月

ら創

jJW

旦

安
部
秀
之
肋
の
四
名
で
あ
っ
た
。

　
　
「
今
日
新
聞
」
題
字
並
び
に
社
是
の
「
愛
郷
一
貫
」
は
、
書
家
首
藤

春
草
の
揮
毫
に
な
る
。

　
創
刊
第
一
号
は
、
羽
衣
町
、
今
の
千
代
町
に
あ
っ
た
印
刷
会
社
先
進

堂
で
印
刷
さ
れ
た
。
当
初
の
Ｔ
刀
月
は
二
〇
〇
〇
部
を
印
刷
、
こ
れ
を

ア
ル
バ
イ
ト
の
小
学
校
高
学
年
生
徒
五
〇
名
の
手
に
よ
り
、
各
戸
に
無

料
配
布
し
、
翌
月
の
十
二
月
か
ら
は
購
読
料
月
額
一
〇
〇
円
の
有
価
紙

と
し
て
購
読
者
を
募
っ
た
。
結
果
は
契
約
金
一
万
四
〇
〇
〇
円
、
こ
れ

を
手
に
し
た
檀
上
栄
は
「
こ
れ
な
ら
ば
や
っ
て
行
け
る
」
と
確
信
し
、

そ
れ
を
神
棚
に
供
え
て
思
わ
ず
伏
し
拝
ん
だ
と
述
懐
し
て
い
る
。
な
お

こ
の
頃
市
内
で
は
「
観
光
ぶ
れ
す
」
・
「
東
九
州
新
聞
」
・
「
別
府
夕

刊
」
な
ど
の
諸
紙
も
発
刊
さ
れ
て
お
り
、
別
府
の
ジ
ャ
ー
ナ
ル
も
し
だ

北亀夕九別今泉夕東観商
回ツ卜白白づ日l』　）とでW

ｻﾞ大ぉタぉづゾ∩

スス分報刊聞ぶ府州すス

哀

愁

塩塩舌坂京檀渋加有山山

手手間井泉上谷藤田陰陰

基基一富満　銀　耕智智

冷冷男生夫米蔵久也戦戦

Ｖ

宍

Wﾄﾞ顛『∩引付卜いj

五　古五四　　十二二二二千
抑甘ﾄﾞドド言

年　二六九　　百年年年年月
　　犬月月　　ニハ二十五二　　温一一　　雲月月二月大
　　刊日日　日　　月　日

ら創

jJW

旦

い
に
賑
や
か
さ
を
増
し
っ
つ
あ
っ
た
。

　
昭
和
三
十
年
八
月
一
日
、
今
日
新
聞
社
は
、
野
口
元
町
の
現
在
地
に

事
務
所
と
工
場
を
竣
工
さ
せ
、
十
月
一
日
か
ら
は
念
願
の
自
社
印
刷
へ

と
ス
タ
ー
ト
し
た
。
翌
三
十
一
年
九
月
に
は
社
屋
を
増
築
、
写
真
製
版

室
を
設
置
し
、
最
新
式
製
版
機
エ
ッ
チ
ン
グ
マ
シ
ン
を
導
入
、
さ
ら
に

三
十
二
年
二
月
に
は
、
写
真
製
版
機
タ
ブ
ソ
ン
式
自
動
印
刷
機
を
も
入

れ
て
、
読
む
新
聞
か
ら
見
る
新
聞
へ
の
脱
皮
を
目
指
し
写
真
製
版
に
力

を
注
い
だ
。
昭
和
三
十
五
年
に
は
新
た
に
印
刷
部
を
設
立
、
「
別
府
市
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報
」
、
「
競
輪
出
走
表
」
な
ど
の
印
刷
を
も
受
注
す
る
よ
う
に
も
な
っ
た
。

　
昭
和
四
十
二
年
十
月
、
今
日
新
聞
社
は
技
術
革
新
の
時
期
を
迎
え
た
。

活
字
を
全
廃
し
て
写
真
植
字
に
よ
る
社
独
自
の
Ｃ
Ｔ
Ｓ
（
コ
ー
ル
ド
タ

イ
プ
シ
ス
テ
ム
）
方
式
を
採
用
し
た
。

　
鉛
の
活
字
を
▽
不
一
本
拾
っ
て
版
組
み
す
る
新
聞
作
り
か
ら
、
写
真

植
字
、
電
算
写
植
、
さ
ら
に
は
デ
ジ
タ
ル
写
真
な
ど
の
導
入
と
努
力
が

重
ね
ら
れ
て
い
る
が
、
全
国
的
な
技
術
革
新
の
成
果
の
吸
収
な
く
し
て

は
、
読
者
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
う
新
聞
作
り
は
で
き
ず
、
目
ま
ぐ
る
し
く

進
展
す
る
社
会
情
勢
に
も
対
応
で
き
な
い
か
ら
で
あ
っ
た
。

　
同
業
の
「
観
光
ぷ
れ
す
」
・
「
東
九
州
新
聞
」
・
「
別
府
夕
刊
」
は

す
で
に
廃
刊
に
な
り
、
観
光
温
泉
文
化
都
市
を
標
榜
す
る
別
府
市
に
と
っ

て
は
寂
し
い
限
り
で
あ
る
が
、
後
継
新
聞
の
登
場
が
待
た
れ
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

　
県
下
唯
一
の
地
方
紙
「
今
日
新
聞
」
は
、
今
後
と
も
、
「
中
立
公
平

の
旗
印
の
も
と
、
金
権
を
排
し
社
会
正
義
を
確
立
し
、
住
み
よ
い
地
域

作
り
に
精
進
す
る
」
と
い
う
目
的
を
掲
げ
て
「
愛
郷
一
貫
」
の
紙
面
作

り
に
遭
逢
す
る
と
決
意
の
ほ
ど
を
放
漫
し
て
い
る
が
、
こ
れ
か
ら
は
地

方
の
時
代
、
地
方
文
化
振
興
の
観
点
か
ら
も
、
「
今
日
新
聞
」
の
ま
す

ま
す
の
発
展
を
願
う
も
の
で
あ
る
。

大
大
脊
日
舞
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